
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
長野県　安曇野市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

331.78 295.67 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A4 非設置 98,099

－

- 70.36 98.99 3,080 97,027 150.54 644.53 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　経常収支比率、流動比率が良好な数値であり、健
全な経営状況にあるといえる。
　一方で、施設利用率に比べて有収率が低く、効率
性に課題があるといえる。施設利用率が高くても、
有収率が低水準にある場合、収益につながらないこ
ととなる。対策として、平成27年度より有収率の低
い地域から漏水調査を行っており、今後も漏水管の
修理や老朽管布設替工事を実施し、有収率の向上を
図っていく。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率が年々上昇している。平
成30年度は、更新時期の過ぎている水源施設の調
査、診断を実施し、診断結果を基に更新計画を立て
る。
　管路の老朽化を示す指標は高い値ではないが、経
年劣化した管が漏水の原因にもなっているため、
「安曇野市水道ビジョン」で推進する管路の更新を
計画的に行っていく。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

全体総括

　安曇野市では、平成28年度に事業経営の収支バラ
ンスがとれた中長期計画「安曇野市水道ビジョン」
を策定した。主な計画事業は、有収率向上のための
漏水対策の推進、投資計画に基づく老朽管の更新及
び施設の耐震化などである。現在の健全な経営状況
を今後も継続するために、ビジョンに基づくこれら
の事業を実施していく。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)
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①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】

【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　平成28年度に中長期的な経営の基本方針となる
「安曇野市下水道事業経営戦略」を策定した。
　今後はこの計画に基づき、事業を遂行していき、
水洗化率の向上、施設の長寿命化のために適正な維
持管理を確実に行っていき、健全で持続可能な経営
を図っていく。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　安曇野市は供用開始から20年しか経過していない
ため、老朽化を示す指標は非常に低くなっている。
管渠改善率は、ほ場整備に伴う大規模な布設替えに
よりマイナスとなっている。
　今後は「安曇野市下水道事業経営戦略」に基づく
計画的な修繕や維持管理により、施設の延命化を実
施していく。
　しかし、整備工事を集中して行っていることか
ら、将来的に更新時期が集中されることが想定され
るため、現在は延命化等の対策のため計画的にカメ
ラ調査や適正な維持管理を行うことを実施してい
る。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　安曇野市下水道事業は、平成28年度から地方公営
企業法適用事業へ移行した。
　経常収支比率は類似団体と比較しても良好な数値
であり、健全な経営状況にあるといえる。
　一方で、経費回収率は低く、使用料収入だけでは
汚水処理費を賄えていない状況である。一般会計か
らの繰入金で収入不足を補っている。
　また、汚水処理原価も類似団体より高くなってい
る状況から、水洗化を促進し、有収水量を増加させ
ることも行わなければならない。
　よって今後の対策として、水洗化率の向上による
使用料収入の増加につなげ、さらなる経営の健全化
を図っていく。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

処理区域内人口密度(人/km2) －

- 47.41 81.65 100.00 3,888 80,032 27.90 2,868.53 【】

331.78 295.67 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2)

法適用 下水道事業 公共下水道 Bd2 非設置 98,099

経営比較分析表（平成28年度決算）
長野県　安曇野市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.57】 【4.38】 【59.95】 【728.30】

【94.90】【60.09】【137.82】【100.04】

【37.36】 【4.96】 【0.27】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
長野県　安曇野市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

331.78 295.67 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 98,099

処理区域内人口密度(人/km2) －

- 44.84 7.75 100.05 3,888 7,599 3.00 2,533.00 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　安曇野市下水道事業は、平成28年度から地方公営
企業法適用事業へ移行した。
　経常収支比率、経費回収率が類似団体と比較して
も良好な数値であり、健全な経営状況にあるといえ
る。
　一方で、水洗化率が低く、使用料収入だけでは汚
水処理費を賄えていない状況である。一般会計から
の繰入金で収入不足を補っている。
　また、汚水処理原価が高くなっている状況から、
水洗化を促進し、有収水量を増加させることも行わ
なければならない。
　よって今後の対策として、水洗化率の向上による
使用料収入の増加につなげ、さらなる経営の健全化
を図っていく。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　安曇野市は供用開始から20年しか経過していない
ため、老朽化を示す指標は非常に低くなっている。
　平成30年度まで管渠の整備を予定していることか
ら、管渠改善率は類似団体と比較しても高い数値と
なっている。
　今後は「安曇野市下水道事業経営戦略」に基づく
計画的な修繕や維持管理により、施設の延命化を実
施していく。
　しかし、整備工事を集中して行っていることか
ら、将来的に更新時期が集中されることが想定され
るため、現在は延命化等の対策のため計画的にカメ
ラ調査や適正な維持管理を行うことを実施してい
る。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　平成28年度に中長期的な経営の基本方針となる
「安曇野市下水道事業経営戦略」を策定した。
　今後はこの計画に基づき、事業を遂行していき、
水洗化率の向上、施設の長寿命化のために適正な維
持管理を確実に行っていき、健全で持続可能な経営
を図っていく。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【100.66】 【105.22】 【54.12】 【1,348.09】

【82.30】【42.17】【232.54】【69.80】

【23.63】 【0.00】 【0.09】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　平成28年度に中長期的な経営の基本方針となる
「安曇野市下水道事業経営戦略」を策定した。
　今後はこの計画に基づき、事業を遂行していき、
施設の長寿命化のために適正な維持管理を確実に
行っていき、健全で持続可能な経営を図っていく。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　安曇野市は供用開始から20年しか経過していない
ため、老朽化を示す指標は非常に低くなっている。
　今後は「安曇野市下水道事業経営戦略」に基づく
計画的な修繕や維持管理により、施設の延命化を実
施していく。
　しかし、整備工事を集中して行っていることか
ら、将来的に更新時期が集中されることが想定され
るため、現在は延命化等の対策のため計画的にカメ
ラ調査や適正な維持管理を行うことを実施してい
る。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　安曇野市下水道事業は、平成28年度から地方公営
企業法適用事業へ移行した。
　経常収支比率は類似団体と比較しても良好な数値
であり、健全な経営状況にあるといえる。
　一方で、経費回収率は低く、使用料収入だけでは
汚水処理費を賄えていない状況である。一般会計か
らの繰入金で収入不足を補っている。
　また、人口減少により汚水処理量が減少している
ため、施設利用率が低くなっている。今後は、汚水
処理の効率化を図るべく、区域の見直しや施設の統
廃合について調査・検討を進める。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

処理区域内人口密度(人/km2) －

- 59.47 2.97 91.14 3,888 2,914 0.91 3,202.20 【】

331.78 295.67 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 98,099

経営比較分析表（平成28年度決算）
長野県　安曇野市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - - - 0.00

平均値 - - - - 2.05

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - - - 118.87

平均値 - - - - 99.66

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - - - 4.29

平均値 - - - - 22.90

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - - - 0.00

平均値 - - - - 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - - - 0.00

平均値 - - - - 225.39
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5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - - - 46.44

平均値 - - - - 31.84

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

3,000.00

3,500.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - - - 2,862.61

平均値 - - - - 974.93

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - - - 49.38

平均値 - - - - 55.32

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - - - 391.92

平均値 - - - - 283.17

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - - - 52.75

平均値 - - - - 60.65

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - - - 95.09

平均値 - - - - 84.58

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【99.11】 【206.58】 【34.54】 【914.53】

【85.01】【59.15】【276.78】【55.73】

【22.37】 【0.00】 【1.58】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
長野県　安曇野市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

331.78 295.67 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2)

法適用 下水道事業 特定地域生活排水処理 K3 非設置 98,099

処理区域内人口密度(人/km2) －

- 61.51 0.07 100.00 3,888 69 0.02 3,450.00 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　安曇野市下水道事業は、平成28年度から地方公営
企業法適用事業へ移行した。
　経常収支比率、経費回収率が類似団体と比較して
良好な数値であり、健全な経営状況にあるといえ
る。
　一方で、経費回収率は高いものの、合併浄化槽の
経年劣化による修繕費が増加している。水洗化率
100％となっているが、今後も人口の増加は見込め
ないため、一般会計からの繰入金で経営を支えてい
く状態となる。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　設置から13年ほどしか経過していないため、老朽
化率は進んでいない。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　合併浄化槽については適正な維持管理に努めなが
ら、個人設置型の合併処理浄化槽との公平性を考慮
し、施設の払い下げ等も検討していく。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - - - -

平均値 - - - - -

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - - - 130.19

平均値 - - - - 85.72

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - - - 3.92

平均値 - - - - 16.16

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - - - -

平均値 - - - - -

①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【80.96】 【213.56】 【141.07】 【346.13】

【75.78】【61.71】【268.69】【59.83】

【18.22】 【-】 【-】


